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ngular Volar Flap による指断端形成術を施行し良
好なる成績をおさめたので報告した
第 59回岐阜外科集談会
日時．昭拘145年12月22日午後5時30分
場所 ：岐J",'c大学医学部丹羽講堂
I.頭蓋内 Cholesteatomaの3例
岐大第2外科惇木良友
（昭和145年12月22日）
頭蓋内tζ発生した所謂Cholesteatomaの3例につ
いて若干の考察を加え報告した．
症例1 65才の女子. 4年来の頭痛，浮動感，右限
l段下~，右視力障害にて米｜沈 脳血管写ICてトルコ鞍
部腫場と診断．視束交叉直下に小クノレ笑大の灰白色
Cysteを全摘．組織学的にはCholesteatoma( epi. 
dermoid jであった．
1定例2.61才女子．1ヶ月前よりの右耳漏＇・ !1雄総，
頭痛にて来院．頭部単純レ線像で右後頭部骨破懐を認
め，脳I血管写にて右後頭葉腫湯と診断 右耳介後方よ
り右S字状静脈洞IC到る灰白色の鶏卵大硬膜下Cyste
を摘出． 組織学的に耳性 Cholesteatomaであった
症例3.47才男子. 6年米の！，＇前額部無痛性腫癖IL.
て来院．頭部単純レ線｛象にて左前額部骨破壊像，脳血
管写にて左前頭葉腫場と診断．左前頭部硬膜下の階赤
色の Cysteを全摘．組織学的には Cholesteatoma
(epidermoid）と診断された．
2. われわれの行なった水頭症に対する
shunt operationについて
｜岐大第2外科
安藤降田中千凱高田光昭
国t!d有郎坂田一記
;J<cyj症52例に対して過去7年4ヵ月聞に施行した脳
室心房速約(,i.1631［，脳室腹腔連絡術21回について，そ
